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Ⅰ 企業会計は外部報告だけのものなのか。   
2008年8月28日、日本経済新聞（夕刊）の1面を飾っている見出し「国際会計基準 米  
が受け入れ－14年から採用－」。中身を読んでみると、アメリカのSEC（Securities and  
ExchangeCommission：証券取引委員会）は8月27日、外国企業のみならず1）、アメリカの  
































レターが求められている5）。   
この公開草案（ED［2008］）に目を通してみた結果、一つの疑問がわいてくる一企業会計は  
















Ⅱ 概念的フレームワーク共同開発の経緯と現状   





















・ 目的および質的特性（フェーズA）  
・ 要素および認識（フェーズB）  
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山形大学紀要（社会科学）第39巻第2号  
・ 報告主体（フェーズD）  
・ 財務報告の範囲、表示、および開示（フェーズE）  
・ 枠組の目的および一般に認められた会計原則の階層における位置づけ（フェーズF）  
・ 非営利セクターへの適用可能性（フェーズG）  





Reporting and Qualitative Characteristics ofDecision－UsefulFinancialReporting  
Information）」（PV＆DP［2006］）を2006年7月6日付でそれぞれ公表し、2006年11月3  






Characteristics andConstraintsofDecision－UsefulFinancialReportingInformation）』  
を公表し、2008年9月29日までそれに関するコメントを求めている。   




47）こととしている。   
これら8つのフェーズのなかで、2008年9月現在活動中のフェーズは、フェーズA「目的  
および質的特性（ObjectivesandQualitativeCharacteristics）」、フェーズB「要素および認  




































ることは難しい！代わりに、妥協の産物として、一般目的基準書が作られる。」（Hendriksen   
［1992］，p．16）   
これに対して、帰納法（InductiveReasoning）にもとづいた会計理論研究については、下  
記のように説明している。  
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「帰納プロセスは、特質（specifics）から一般化された結論を誘導するように構成され   
ている。典型的帰納法論争は、一連の特定例から始まる。これらの例はある全体を代表  
し、その全体を推測して一般化すると、批判されている。いつもではなく、一般に、特   
質（specifics）は実験の結果のような実質的経験にもとづいている。科学は「経験的   
（empirical）」という用語の経験（experience）に頼っている。経験科学は定義によって実   
行可能である。数学は本来非経験的である。その結論を誘導するため財務データを集める   
会計理論は、経験的であると考えられる。その反面、構造的アプローチは典型的に非経験   








も知れない。したがって、帰納法と演繹法は実に補足的である。大部分のすべての理論は   











・・・会計理論家は質問の両種類に答えるのに関心がある：規範的答えは取引に関する   
会計の最もいい方法を見つけることを意図し、記述的答えはどちらがそれらに最もいい方  
法であるかを管理者およびその他の人々が決める方法を見つけることを意図している。」   
（Hendriksen［1992］，p．18）   
以上でみるように、会計理論は、ある一方的方法・アプローチによるものではなく、多方面  
から多様な方法で探究する必要がある。会計理論の多様なアプローチと方法を念頭に置きな  







Ⅳ ED［2008］から見る概念フレームワーク   
EI）［2008］は、序文（pars．Pl－P16）、要約（pars．Sl－S7）、および財務報告のための概念  





















10）「第1章 財務報告の目的」は、導入、一般目的財務報告の目的、意思決定有用性、一般目的財務報告の  
限界、企業の資源・これらの資源に対する請求権・および資源および請求権における変動に関する情報、付録、  
として構成されている。  
11）「第2章 意思決定に有用な財務報告情報の質的特性および制約」は、導入、基礎的質的特性、情報の質  
をより高める質的特性、財務報告上の制約、付録、として構成されている。  








および表示に関するフレームワーク（FrameworkforthePreparation andPresentationof  
FinancialStatements）」である。これに対して、FASBにおける「現存するフレームワー  
ク」とは、1973年から2000年の間に公表している6つの財務会計概念書（Statements of  


























































財産の増減変動   
〔図1〕タイトルから見るIASBとFASBにおける概念フレームワークの相違  
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財務情報はどのような情報であるのかをみることにしよう。   













一6） pv＆DP［2006］では、ト般目的外部財務報告（generalpurposeexternalfinancialreporting）」という  
用語を使ったが、管理報告（managementreporting）は一一般目的財務報告ではないため、この区別は必要な  
いと結論し、ED［2008］では「一般目的財務報告」という用語を使用している。  
17－ 特別グループのニーズではない。  
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関 心  
く－－－一一一一－－・－－－■●■●■■■   有用性 ■■■■■■●■●－－一一－－－一一・－＞  
目 的  
企業会計（財務会計）  









者国際機構（Internationa10rganizationofSecurities Commissions：IOSCO）であるから  
である。つまり、証券監督者機関に支えられているIASBおよびFASBが設定する会計基準お  
よびその規準の基礎となるフレームワークは「財務報告」を中心とした「意思決定有用性」ア  










く見ることにする。   





関心があるであろう、ということである。   
では、資本提供者はなぜ正味キャッシュインフローを創出する企業の能力に関心があるのか。  
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V ED［2008］の概念フレームワークにおける留意点と問題提起   
以上、本稿ではIASBおよびFASBによる概念フレームワークに関する共同プロジェクトの  
一環として2008年5月に公表されたED［2008］の第1章「財務報告の目的」における「意  
思決定有用性」問題を中心に吟味しながら、下記の留意点を指摘してみた。   
① ED［2008］は、新しい概念フレームワークではなく、IASBおよびFASBにそれぞ  
れ現存するフレームワークの統合および補充を目標とするものであること。   
② したがって、ED［2008］概念フレームワークもFASBの概念フレームワークと同様  
に「財務報告」のためのものであること。  
③ しかしながら、「財務報告」は企業会計全体ではなく、部分であること。  
23）最近、「公正価値（紘irvalue」という用語がよく使われている。この用語は単に「現在価値」、「時価」、「市  
場価格」、および「現行価値」などの用語とかえられるものではないと思われる。したがって、これらの用語は、  
定義のうえ使わなければならない。本稿ではとりあえず、「現在価値」という用語にしているが、「公正価値」   
と同じ概念ではない。  
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④ ED［2008］は財務報告の目的から出発して企業会計を誘導しようとする演緯法によっ  
ていること。   
⑤ その結果、財務報告の目的は「意思決定に有用な情報を提供することである」という「意  
思決定有用性」アプローチを取っていること。   
⑥「意思決定に有用な情報」としては、「正味キャッシュインフローを創出する企業の能力」  
の査定と「資源配分意思決定」という相反する意思決定のための情報を提供するように  
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